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　市発注の公共工事で契約日後に資材価格が高騰した場合、代金を上

乗せできる「単品スライド条項」が適用されることになりました。 

　対象建設資材は鋼材類と燃料油。６月23日時点で継続中の工事と、同

日以降の新規契約工事に関して、対象建設資材の価格上昇に伴う増額

部分のうち、変動前工事額の１％を超える金額について上乗せできる

ようになりました。本年6月の市会本会議で公明党が提案したものです。 

長寿医療制度 
（後期高齢者医療制度） 

専用ダイヤル・コールセンター 

 Tel.440-6700 
 Fax.441-1500

『公共工事にスライド条項を適用』 

◆
高
齢
者
の
た
め
の 
           
優
待
施
設  

利
用
促
進
事
業 

◆
子
育
て
家
庭
応
援
事
業 

公明党市会議員団の提案が 

 10月よりスタートします 
　
高
齢
者
の
外
出
を
支
援
す
る
た
め
、公
明
党
が
強
く
主
張
し
て
き
た
高

齢
者
の
た
め
の
優
待
施
設
利
用
促
進
事
業
が
10 
月
か
ら
ス
タ
ー
ト
し
ま
す
。 

　
高
齢
者
が
協
賛
施
設
で
優
待
証
を
提
示
す
る
と
、施
設
入
場
料
や
商
品

の
割
引
な
ど
優
待
サ
ー
ビ
ス
が
利
用
で
き
る
仕
組
み
で
、政
令
指
定
都
市
で

は
初
め
て
の
取
組
み
と
な
り
ま
す
。
優
待
証
は
、
65
歳
以
上
の
希
望
さ
れ
る

方
全
員
に
配
布
さ
れ
ま
す
。 

　
優
待
証
を
使
っ
て
外
出
を
楽
し
む
こ
と
の
で
き
る
施
設
は
、開
港
資
料
館

な
ど
の
公
共
施
設
や
協
賛
店
な
ど
、
1 
0 
0
施
設
以
上
を
目
標
と
し
て
お

り
ま
す
。 

　
新
た
な
子
育
て
家
庭
応
援
事
業
が
10 
月
か
ら
ス
タ
ー
ト
し
ま
す
。 

　
妊
娠
中
の
方
や
小
学
生
以
下
の
お
子
様
の
い
る
家
庭
が
対
象
で
、市
の

携
帯
サ
イ
ト
や
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
上
で
登
録
を
行
い
、ダ
ウ
ン
ロ
ー
ド
し
た
登

録
証
を
提
示
す
る
こ
と
で
、市
内
の
店
舗
・
施
設
で
割
引
・
優
待
な
ど
さ
ま

ざ
ま
な
子
育
て
応
援
サ
ー
ビ
ス
を
利
用
で
き
ま
す
。 

　
協
賛
店
舗
・
施
設
数
は
、平
成
21
年
3
月
末
に
1
千
2 
0 
0
カ
所
、平
成

22
年
3
月
末
に
は
3
千
5 
0 
0
カ
所
に
拡
大
し
て
い
く
予
定
で
す
。 

　
こ
の
制
度
は
地
域
の
発
展
と
子
育
て
に
や
さ
し
い
横
浜
を
つ
く
る
た
め

に
公
明
党
が
提
案
し
実
現
し
た
制
度
で
す
。 
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資材高騰に柔軟対応 

視察視察・調査調査レポート　《脱温暖化脱温暖化へ①》 視察・調査レポート　《脱温暖化へ①》 

バイオディーゼル燃料化事業の 
　　　　　　         先進例について 
バイオディーゼル燃料化事業の 
　　　　　　         先進例について 
公明党横浜市会議員団  南区政務調査事務所代表 

横浜市会議員 

 1. バイオディーゼル燃料 
　　（Bio Diesel Fuel： 以下ＢＤＦ） 

　使用済みてんぷら油などの廃食用油を、触媒を

用いてメタノールと反応させることによりメチルエ

ステル化してディーゼルエンジンで利用できるよう

にした燃料です。排ガスに含まれる黒煙や二酸化

炭素の削減効果があります。 

　軽油と混合して使用されますが、兵庫県の「北条

鉄道」では、ＢＤＦ100％で鉄道車両を走らせる試

験が行われています。 

 2. 羽田空港バイオディーゼル燃料試験運用施設 

　羽田空港のターミナルビルの飲食店（約90店）

から一日当たり約500～800リットル廃棄される

食用油をＢＤＦに精製し、航空機に荷物を運ぶコン

テナの牽引車などの燃料に活用する事業です。 

　全国の空港では初めての試みで、本格事業化に

向けた課題を整理することにしています。市販の

軽油よりコス

トが削減でき

る可能性があ

り、折からの原

油価格高騰に

も効果が期待

されます。 

 3. 京都市バイオディーゼル燃料化事業 

　自治体が運営するＢＤＦ施設としては、国内最大

の精製能力を持っています。精製技術や設備につ

いて、これまで様々な検討改善が加えられており、

京都市独自の品質規格「京都スタンダード」を策定

して運用されています。 

　京都市では平成9年から、家庭から出る廃食用油

のモデル回収を開始し、現在では市内約1270拠

点に広がり市民との協働

が進んでいます。年間約

150万リットルのＢＤＦが、

市内を走るごみ収集車約

170台と市バス約80台

に活用されています。 

 4. 横浜市の取り組みと今後 

　平成20年度から、横浜市の施設から回収された

廃食用油を障害者の福祉授産所でＢＤＦに精製し、

水再生センター（生活排水等をきれいな水にする施

設）の自家発電設備で利用するための準備を開始し

ます。水再生センターでの使用は全国初となります。 

　今後は、横浜市でも家庭からの廃食用油の回収やＢＤＦ

の車両への活用を検討する

必要があると考えます。 

地球に地球に 
やさしいやさしい 

使用済みの使用済みの 
てんぷら油はてんぷら油は 
どうしようどうしよう？ 
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委
　
　
員 

高
橋
正
治 

（
副
委
員
長
） 

和
田
卓
生 

牧
嶋
秀
昭 

手
塚
静
江 

（

委

員

長

） 

石
井
睦
美 

加
藤
広
人 

斉
藤
伸
一 

（
副
委
員
長
）

石
井
睦
美 

木
村
久
義 

手
塚
静
江 

加
納
重
雄 

源
波
正
保 

木
村
久
義 

斎
藤
真
二 

牧
嶋
秀
昭 

（
副
委
員
長
） 

斎
藤
真
二 

加
納
重
雄 

（

委

員

長

） 

大
滝
正
雄 

委
員
会
名 

委
　
　
員 

委
員
会
名 

都
市
経
営
・ 

行
政
運
営
調
整 

こ
ど
も
青
少
年
・

健
康
福
祉
・

病
院
経
営 

環
境
創
造
・

資

源

循

環 

市
民
活
力
推
進
・ 

教 
 

育 

生
活
安
全
・

危
機
管
理
・

消

防

・ 

情
報
化
社
会 

大

都

市

 

行
財
政
制
度 

基
地
対
策 

 

交
通
問
題 

対

策

 

①
市
立
高
校
の
先
進
的 

　
な
専
門
学
科
の
新
設 

　
（
京
都
市
） 

②
学
び
合
い
の
授
業
を

　
展
開
す
る
教
育
施

　
策（
愛
知
県
・
犬
山
市
） 

③
学
校
で
の
省
エ
ネ
活

　
動
に
よ
る
環
境
教
育

　（
兵
庫
県
・
豊
岡
市
） 

④
指
定
管
理
者
に
よ
る
図
書
館
運
営 

　
（
北
九
州
市
） 

◆
温
暖
化
対
策
や 

　
障
害
者
施
策
を
討
議 

　
5
大
市
政
策
研
究
会 

◆
教
　
育 

①
廃
校
し
た
小
学
校
の
跡
地
利
用
計
画 

　
（
京
都
市
） 

②
歴
史
的
建
造

　
物
を
中
心
と

　
し
た
街
づ
く
り 

　
（
北
九
州
市
） 

③
河
川
に
よ
る

　
憩
い
の
場
づ

　
く
り 

　
（
北
九
州
市
） 

◆
ま
ち
づ
く
り 
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7
月
17 
日
・
18 
日
、
大
阪
市
に
お
い
て

「
5
大
市
政
策
研
究
会
」が
開
催
さ
れ
ま
し
た
。 

　
こ
の
研
究
会
は
、大
阪
・
名
古
屋
・
京
都
・

神
戸
・
横
浜
の
5
政
令
市
の
公
明
党
議
員

が
集
い
、都
市
に
共
通
す
る
課
題
に
つ
い
て

討
議
し
各
市
の
政
策
立
案
に
資
す
る
こ
と

を
目
的
と
し
て
毎
年
開
催
さ
れ
て
い
ま
す
。 

　
今
回
、横
浜
市
会
か
ら
は
団
長
、政
務
調

査
会
長
を
は
じ
め
8
名
が
出
席
。「
温
暖
化

対
策
」
と
「
発
達
障
害
者
支
援
」
を
テ
ー
マ

に
活
発
な
意
見
交
換
が
行
わ
れ
ま
し
た
。 

　
「
温
暖
化
対
策
」
で
は
、横
浜
市
脱
温
暖

化
行
動
方
針（C

O
-D
O
3
0

〈
コ
ー
ド
30
〉）

が
紹
介
さ
れ
ま
し
た
。「
発
達
障
害
者
支
援
」

で
は
、横
浜
市
か
ら
早
期
発
見
の
仕
組
み
や

就
労
支
援
の
取

り
組
み
な
ど
が

報
告
さ
れ
、活
発

に
意
見
交
換
が

行
わ
れ
ま
し
た
。 

　
こ
の
結
果
を

も
と
に
今
後
、国

に
対
し
て
も
政

策
要
望
を
行
う

こ
と
が
確
認
さ

れ
ま
し
た
。 

①
新
型
イ
ン
フ
ル
エ
ン
ザ
の 

　
水
際
対
策
（
神
戸
市
） 

◆
安
心
・
安
全 

①
使
用
済
み
食
用
油

　
を
化
学
的
に
処
理

　
し
た
バ
イ
オ
デ
ィ
ー

　
ゼ
ル
燃
料（
京
都
市
、

　
羽
田
空
港
） 

②
下
水
処
理
の
過
程

　
で
発
生
す
る
メ
タ

　
ン
ガ
ス
を
燃
料
と

　
し
た
バ
イ
オ
天
然

　
ガ
ス（
神
戸
市
） 

◆
環
　
境 

 

横
浜
横
浜
の
施
策
施
策
へ
生
か
生
か
せ
！ 

  

政
策
立
案

政
策
立
案
へ
向
け
て
各
地
各
地
で
活
発
活
発
に
調
査
活
動

調
査
活
動 

 

横
浜
の
施
策
へ
生
か
せ
！ 

  

政
策
立
案
へ
向
け
て
各
地
で
活
発
に
調
査
活
動 

中川准教授（写真左）と 
意見交換をする 
横浜市会議員団 

講師を務める中川准教授 

　
公
明
党
横
浜
市
会
議
員
団
（
仁
田
昌
寿
団
長
）

は
、東
京
大
学
医
学
部
付
属
病
院
の
放
射
線
科
准

教
授
（
緩
和
ケ
ア
診
療
部
長
）の
中
川
恵
一
氏
を
講

師
に
招
き
、ガ
ン
対
策
に
つ
い
て
研
究
会
を
開
催

し
ま
し
た
。 

　
中
川
准
教
授
は
講
義
の
中
で
、①
ガ
ン
の
メ
カ

ニ
ズ
ム
と
し
て
、毎
日
約
5
千
個
の
ガ
ン
細
胞
が

誕
生
し
、そ
れ
を
死
滅
さ
せ
る
た
め
免
疫
細
胞
が

攻
撃
し
て
い
る
も
の
の
、生
き
残
っ
た
ひ
と
つ
の
ガ

ン
細
胞
が
10 
年
か
ら
20
年
の
長
い
年
月
を
か
け
て

人
体
の
生
死
に
か
か
わ
る
ま
で
成
長
す
る
こ
と
、

②
食
文
化
の
欧
米
化
に
と
も
な
い
、日
本
の
ガ
ン

も
多
様
な
変
化
を
し
て
い
る
こ
と
、③
長
寿
社
会

に
な
っ
た
こ
と
で
、死
亡
原
因
に
占
め
る
ガ
ン
の

割
合
が
飛
躍
的
に
増
え
て
い
る
こ
と
に
触
れ
、ガ

ン
を
知
る
こ
と
の
重
要
性
を
訴
え
ま
し
た
。 

　
さ
ら
に
、日
本
の
ガ
ン
治
療
は
、除
去
手
術
が

主
流
で
あ
り
、放
射
線
・
抗
ガ
ン
剤
治
療
や
そ
の

併
用
が
有
効
な
ケ
ー
ス
で
あ
っ
て
も
、適
切
な
治

療
が
行
わ
れ
て
い
な
い
こ
と
、初
期
の
ガ
ン
は
完

治
率
が
非
常
に
高
い
に
も
か
か
わ
ら
ず
、ガ
ン
検

診
の
受
診
率
の
低
さ
が
課
題
で
あ
る
こ
と
な
ど
の

問
題
提
起
が
あ
り
、活
発
な
意
見
交
換
を
行
い
ま

し
た
。 

　
公
明
党
横
浜
市
会
議
員
団
は
、こ
れ
ま
で
も
議

会
等
を
通
じ
て
ガ
ン
対
策
の
総
合
的
な
取
り
組

み
を
主
張
し
て
お
り
ま
す
が
、こ
れ
か
ら
も
ガ
ン

検
診
の
受
診
率
の
向
上
策
や
緩
和
ケ
ア
の
充
実
、

放
射
線
治
療
の
人
材
不
足
の
解
消
に
全
力
で
取

り
組
ん
で
ま
い
り
ま
す
。 

！ 『ガン対策について』研究会を開催 

●常任委員会● 

委
　
　
員 

榊
原
泰
子 

望
月
康
弘 

加
藤
広
人 

高
橋
正
治 

和
田
卓
生 

（

委

員

長

） 

福
島
直
子 

源
波
正
保 

（
副
委
員
長
） 

仁
田
昌
寿 

委
員
会
名 

ま
ち
づ
く
り
調
整 

・
都
市
整
備 

経
済
観
光
・ 

港

湾

 

水
道
・
交
通 

道

路

・

 

安
全
管
理 

●特別委員会● 

木
村
久
義 

（
副
委
員
長
） 

高
橋
正
治 

斎
藤
真
二 

榊
原
泰
子 

（
副
委
員
長
） 

斉
藤
伸
一 

仁
田
昌
寿 

望
月
康
弘 

福
島
直
子 

（
副
委
員
長
） 

大
滝
正
雄 

委
　
　
員 

委
員
会
名 

青
少
年
・ 

市
民
ス
ポ
ー
ツ 

開
港
150
周
年 

事

業

推

進 

市
会
運
営 

委

員

会

 

少

子

・

 

高
齢
化
社
会 　母子家庭の暮らしを支援する児童扶養手当は、母親の就業・自立支援への施策に転換し、本

年4月以降は手当を受けて5年以上の世帯の支給額が半分削減されることになっていました。 
　しかし、昨年末に一部削減の凍結が決定し、就職されている方や障害をお持ちの方等は、申
請することにより引き続き減額されずに手当を受給することができるようになりました。 
　対象者（受給から5年経過）には、横浜市から順次、ご案内が郵送されますのでご確認ください。 

■児童扶養手当の制度改正についてのお知らせ 

区役所サービス課または、 

こども青少年局こども家庭課 

〔TEL.671-2393〕まで。 

＊お問い合せ先＊ 
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高
橋
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副
委
員
長
） 

和
田
卓
生 

牧
嶋
秀
昭 

手
塚
静
江 

（

委

員

長

） 

石
井
睦
美 

加
藤
広
人 

斉
藤
伸
一 

（
副
委
員
長
）

石
井
睦
美 

木
村
久
義 

手
塚
静
江 

加
納
重
雄 

源
波
正
保 

木
村
久
義 

斎
藤
真
二 

牧
嶋
秀
昭 

（
副
委
員
長
） 

斎
藤
真
二 

加
納
重
雄 

（

委

員

長

） 

大
滝
正
雄 

委
員
会
名 

委
　
　
員 

委
員
会
名 

都
市
経
営
・ 

行
政
運
営
調
整 

こ
ど
も
青
少
年
・

健
康
福
祉
・

病
院
経
営 

環
境
創
造
・

資

源

循

環 

市
民
活
力
推
進
・ 

教 
 

育 

生
活
安
全
・

危
機
管
理
・

消

防

・ 

情
報
化
社
会 

大

都

市

 

行
財
政
制
度 

基
地
対
策 

 

交
通
問
題 

対

策

 

①
市
立
高
校
の
先
進
的 

　
な
専
門
学
科
の
新
設 

　
（
京
都
市
） 

②
学
び
合
い
の
授
業
を

　
展
開
す
る
教
育
施

　
策（
愛
知
県
・
犬
山
市
） 

③
学
校
で
の
省
エ
ネ
活

　
動
に
よ
る
環
境
教
育

　（
兵
庫
県
・
豊
岡
市
） 

④
指
定
管
理
者
に
よ
る
図
書
館
運
営 

　
（
北
九
州
市
） 

◆
温
暖
化
対
策
や 

　
障
害
者
施
策
を
討
議 

　
5
大
市
政
策
研
究
会 

◆
教
　
育 

①
廃
校
し
た
小
学
校
の
跡
地
利
用
計
画 

　
（
京
都
市
） 

②
歴
史
的
建
造

　
物
を
中
心
と

　
し
た
街
づ
く
り 

　
（
北
九
州
市
） 

③
河
川
に
よ
る

　
憩
い
の
場
づ

　
く
り 

　
（
北
九
州
市
） 

◆
ま
ち
づ
く
り 
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7
月
17 
日
・
18 
日
、
大
阪
市
に
お
い
て

「
5
大
市
政
策
研
究
会
」が
開
催
さ
れ
ま
し
た
。 

　
こ
の
研
究
会
は
、大
阪
・
名
古
屋
・
京
都
・

神
戸
・
横
浜
の
5
政
令
市
の
公
明
党
議
員

が
集
い
、都
市
に
共
通
す
る
課
題
に
つ
い
て

討
議
し
各
市
の
政
策
立
案
に
資
す
る
こ
と

を
目
的
と
し
て
毎
年
開
催
さ
れ
て
い
ま
す
。 

　
今
回
、横
浜
市
会
か
ら
は
団
長
、政
務
調

査
会
長
を
は
じ
め
8
名
が
出
席
。「
温
暖
化

対
策
」
と
「
発
達
障
害
者
支
援
」
を
テ
ー
マ

に
活
発
な
意
見
交
換
が
行
わ
れ
ま
し
た
。 

　
「
温
暖
化
対
策
」
で
は
、横
浜
市
脱
温
暖

化
行
動
方
針（C

O
-D
O
3
0

〈
コ
ー
ド
30
〉）

が
紹
介
さ
れ
ま
し
た
。「
発
達
障
害
者
支
援
」

で
は
、横
浜
市
か
ら
早
期
発
見
の
仕
組
み
や

就
労
支
援
の
取

り
組
み
な
ど
が

報
告
さ
れ
、活
発

に
意
見
交
換
が

行
わ
れ
ま
し
た
。 

　
こ
の
結
果
を

も
と
に
今
後
、国

に
対
し
て
も
政

策
要
望
を
行
う

こ
と
が
確
認
さ

れ
ま
し
た
。 

①
新
型
イ
ン
フ
ル
エ
ン
ザ
の 

　
水
際
対
策
（
神
戸
市
） 

◆
安
心
・
安
全 

①
使
用
済
み
食
用
油

　
を
化
学
的
に
処
理

　
し
た
バ
イ
オ
デ
ィ
ー

　
ゼ
ル
燃
料（
京
都
市
、

　
羽
田
空
港
） 

②
下
水
処
理
の
過
程

　
で
発
生
す
る
メ
タ

　
ン
ガ
ス
を
燃
料
と

　
し
た
バ
イ
オ
天
然

　
ガ
ス（
神
戸
市
） 

◆
環
　
境 

 
横
浜
横
浜
の
施
策
施
策
へ
生
か
生
か
せ
！ 
  
政
策
立
案

政
策
立
案
へ
向
け
て
各
地
各
地
で
活
発
活
発
に
調
査
活
動

調
査
活
動 
 
横
浜
の
施
策
へ
生
か
せ
！ 
  
政
策
立
案
へ
向
け
て
各
地
で
活
発
に
調
査
活
動 

中川准教授（写真左）と 
意見交換をする 
横浜市会議員団 

講師を務める中川准教授 

　
公
明
党
横
浜
市
会
議
員
団
（
仁
田
昌
寿
団
長
）

は
、東
京
大
学
医
学
部
付
属
病
院
の
放
射
線
科
准

教
授
（
緩
和
ケ
ア
診
療
部
長
）の
中
川
恵
一
氏
を
講

師
に
招
き
、ガ
ン
対
策
に
つ
い
て
研
究
会
を
開
催

し
ま
し
た
。 

　
中
川
准
教
授
は
講
義
の
中
で
、①
ガ
ン
の
メ
カ

ニ
ズ
ム
と
し
て
、毎
日
約
5
千
個
の
ガ
ン
細
胞
が

誕
生
し
、そ
れ
を
死
滅
さ
せ
る
た
め
免
疫
細
胞
が

攻
撃
し
て
い
る
も
の
の
、生
き
残
っ
た
ひ
と
つ
の
ガ

ン
細
胞
が
10 
年
か
ら
20
年
の
長
い
年
月
を
か
け
て

人
体
の
生
死
に
か
か
わ
る
ま
で
成
長
す
る
こ
と
、

②
食
文
化
の
欧
米
化
に
と
も
な
い
、日
本
の
ガ
ン

も
多
様
な
変
化
を
し
て
い
る
こ
と
、③
長
寿
社
会

に
な
っ
た
こ
と
で
、死
亡
原
因
に
占
め
る
ガ
ン
の

割
合
が
飛
躍
的
に
増
え
て
い
る
こ
と
に
触
れ
、ガ

ン
を
知
る
こ
と
の
重
要
性
を
訴
え
ま
し
た
。 

　
さ
ら
に
、日
本
の
ガ
ン
治
療
は
、除
去
手
術
が

主
流
で
あ
り
、放
射
線
・
抗
ガ
ン
剤
治
療
や
そ
の

併
用
が
有
効
な
ケ
ー
ス
で
あ
っ
て
も
、適
切
な
治

療
が
行
わ
れ
て
い
な
い
こ
と
、初
期
の
ガ
ン
は
完

治
率
が
非
常
に
高
い
に
も
か
か
わ
ら
ず
、ガ
ン
検

診
の
受
診
率
の
低
さ
が
課
題
で
あ
る
こ
と
な
ど
の

問
題
提
起
が
あ
り
、活
発
な
意
見
交
換
を
行
い
ま

し
た
。 

　
公
明
党
横
浜
市
会
議
員
団
は
、こ
れ
ま
で
も
議

会
等
を
通
じ
て
ガ
ン
対
策
の
総
合
的
な
取
り
組

み
を
主
張
し
て
お
り
ま
す
が
、こ
れ
か
ら
も
ガ
ン

検
診
の
受
診
率
の
向
上
策
や
緩
和
ケ
ア
の
充
実
、

放
射
線
治
療
の
人
材
不
足
の
解
消
に
全
力
で
取

り
組
ん
で
ま
い
り
ま
す
。 

！ 『ガン対策について』研究会を開催 

●常任委員会● 

委
　
　
員 

榊
原
泰
子 

望
月
康
弘 

加
藤
広
人 

高
橋
正
治 

和
田
卓
生 

（

委

員

長

） 

福
島
直
子 

源
波
正
保 

（
副
委
員
長
） 

仁
田
昌
寿 

委
員
会
名 

ま
ち
づ
く
り
調
整 

・
都
市
整
備 

経
済
観
光
・ 

港

湾

 

水
道
・
交
通 

道

路

・

 

安
全
管
理 

●特別委員会● 

木
村
久
義 

（
副
委
員
長
） 

高
橋
正
治 

斎
藤
真
二 

榊
原
泰
子 

（
副
委
員
長
） 

斉
藤
伸
一 

仁
田
昌
寿 

望
月
康
弘 

福
島
直
子 

（
副
委
員
長
） 

大
滝
正
雄 

委
　
　
員 

委
員
会
名 

青
少
年
・ 

市
民
ス
ポ
ー
ツ 

開
港
150
周
年 

事

業

推

進 

市
会
運
営 

委

員

会

 

少

子

・

 

高
齢
化
社
会 　母子家庭の暮らしを支援する児童扶養手当は、母親の就業・自立支援への施策に転換し、本

年4月以降は手当を受けて5年以上の世帯の支給額が半分削減されることになっていました。 
　しかし、昨年末に一部削減の凍結が決定し、就職されている方や障害をお持ちの方等は、申
請することにより引き続き減額されずに手当を受給することができるようになりました。 
　対象者（受給から5年経過）には、横浜市から順次、ご案内が郵送されますのでご確認ください。 

■児童扶養手当の制度改正についてのお知らせ 

区役所サービス課または、 

こども青少年局こども家庭課 

〔TEL.671-2393〕まで。 

＊お問い合せ先＊ 
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　市発注の公共工事で契約日後に資材価格が高騰した場合、代金を上

乗せできる「単品スライド条項」が適用されることになりました。 

　対象建設資材は鋼材類と燃料油。６月23日時点で継続中の工事と、同

日以降の新規契約工事に関して、対象建設資材の価格上昇に伴う増額

部分のうち、変動前工事額の１％を超える金額について上乗せできる

ようになりました。本年6月の市会本会議で公明党が提案したものです。 

長寿医療制度 
（後期高齢者医療制度） 

専用ダイヤル・コールセンター 

 Tel.440-6700 
 Fax.441-1500

『公共工事にスライド条項を適用』 

◆
高
齢
者
の
た
め
の 

           

優
待
施
設  

利
用
促
進
事
業 

◆
子
育
て
家
庭
応
援
事
業 

公明党市会議員団の提案が 

 10月よりスタートします 
　
高
齢
者
の
外
出
を
支
援
す
る
た
め
、公
明
党
が
強
く
主
張
し
て
き
た
高

齢
者
の
た
め
の
優
待
施
設
利
用
促
進
事
業
が
10 
月
か
ら
ス
タ
ー
ト
し
ま
す
。 

　
高
齢
者
が
協
賛
施
設
で
優
待
証
を
提
示
す
る
と
、施
設
入
場
料
や
商
品

の
割
引
な
ど
優
待
サ
ー
ビ
ス
が
利
用
で
き
る
仕
組
み
で
、政
令
指
定
都
市
で

は
初
め
て
の
取
組
み
と
な
り
ま
す
。
優
待
証
は
、
65
歳
以
上
の
希
望
さ
れ
る

方
全
員
に
配
布
さ
れ
ま
す
。 

　
優
待
証
を
使
っ
て
外
出
を
楽
し
む
こ
と
の
で
き
る
施
設
は
、開
港
資
料
館

な
ど
の
公
共
施
設
や
協
賛
店
な
ど
、
1 
0 
0
施
設
以
上
を
目
標
と
し
て
お

り
ま
す
。 

　
新
た
な
子
育
て
家
庭
応
援
事
業
が
10 
月
か
ら
ス
タ
ー
ト
し
ま
す
。 

　
妊
娠
中
の
方
や
小
学
生
以
下
の
お
子
様
の
い
る
家
庭
が
対
象
で
、市
の

携
帯
サ
イ
ト
や
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
上
で
登
録
を
行
い
、ダ
ウ
ン
ロ
ー
ド
し
た
登

録
証
を
提
示
す
る
こ
と
で
、市
内
の
店
舗
・
施
設
で
割
引
・
優
待
な
ど
さ
ま

ざ
ま
な
子
育
て
応
援
サ
ー
ビ
ス
を
利
用
で
き
ま
す
。 

　
協
賛
店
舗
・
施
設
数
は
、平
成
21
年
3
月
末
に
1
千
2 
0 
0
カ
所
、平
成

22
年
3
月
末
に
は
3
千
5 
0 
0
カ
所
に
拡
大
し
て
い
く
予
定
で
す
。 

　
こ
の
制
度
は
地
域
の
発
展
と
子
育
て
に
や
さ
し
い
横
浜
を
つ
く
る
た
め

に
公
明
党
が
提
案
し
実
現
し
た
制
度
で
す
。 

横浜市会ニ横浜市会ニュース  横浜市会ニュース  
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民衆の
声 

ボイ
ス 

資材高騰に柔軟対応 

視察視察・調査調査レポート　《脱温暖化脱温暖化へ①》 視察・調査レポート　《脱温暖化へ①》 

バイオディーゼル燃料化事業の 
　　　　　　         先進例について 
バイオディーゼル燃料化事業の 
　　　　　　         先進例について 
公明党横浜市会議員団  南区政務調査事務所代表 

横浜市会議員 

 1. バイオディーゼル燃料 
　　（Bio Diesel Fuel： 以下ＢＤＦ） 

　使用済みてんぷら油などの廃食用油を、触媒を

用いてメタノールと反応させることによりメチルエ

ステル化してディーゼルエンジンで利用できるよう

にした燃料です。排ガスに含まれる黒煙や二酸化

炭素の削減効果があります。 

　軽油と混合して使用されますが、兵庫県の「北条

鉄道」では、ＢＤＦ100％で鉄道車両を走らせる試

験が行われています。 

 2. 羽田空港バイオディーゼル燃料試験運用施設 

　羽田空港のターミナルビルの飲食店（約90店）

から一日当たり約500～800リットル廃棄される

食用油をＢＤＦに精製し、航空機に荷物を運ぶコン

テナの牽引車などの燃料に活用する事業です。 

　全国の空港では初めての試みで、本格事業化に

向けた課題を整理することにしています。市販の

軽油よりコス

トが削減でき

る可能性があ

り、折からの原

油価格高騰に

も効果が期待

されます。 

 3. 京都市バイオディーゼル燃料化事業 

　自治体が運営するＢＤＦ施設としては、国内最大

の精製能力を持っています。精製技術や設備につ

いて、これまで様々な検討改善が加えられており、

京都市独自の品質規格「京都スタンダード」を策定

して運用されています。 

　京都市では平成9年から、家庭から出る廃食用油

のモデル回収を開始し、現在では市内約1270拠

点に広がり市民との協働

が進んでいます。年間約

150万リットルのＢＤＦが、

市内を走るごみ収集車約

170台と市バス約80台

に活用されています。 

 4. 横浜市の取り組みと今後 

　平成20年度から、横浜市の施設から回収された

廃食用油を障害者の福祉授産所でＢＤＦに精製し、

水再生センター（生活排水等をきれいな水にする施

設）の自家発電設備で利用するための準備を開始し

ます。水再生センターでの使用は全国初となります。 

　今後は、横浜市でも家庭からの廃食用油の回収やＢＤＦ

の車両への活用を検討する

必要があると考えます。 

地球に地球に 
やさしいやさしい 

使用済みの使用済みの 
てんぷら油はてんぷら油は 
どうしようどうしよう？ 

 

ディーゼルーゼル燃料 
として使用として使用 

（水再生（水再生センター） 

回収する回収する 

BDFBDFに精製に精製 
（授産所）（授産所） 

環境負荷の低減環境負荷の低減 
（COCO2の低減）の低減） 地球に 

やさしい 

使用済みの 
てんぷら油は 
どうしよう？ 

 

ディーゼル燃料 
として使用 

（水再生センター） 

回収する 

BDFに精製 
（授産所） 

環境負荷の低減 
（CO2の低減） 

〔
イ
メ
ー
ジ
図
〕 

ゴミに出す 
流しに捨てる 


